
魯
迅
の
小
説
「
藤
野
先
生
」
の
主
人
公
で
あ
り
、
魯
迅
の
仙
台
医
学
専
門
学
校
在
学
中
の
師
で
あ
っ
た
藤
野
厳
九
郎
は
、
そ
の
祖
父
お
よ
び

父
が
蘭
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
従
来
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
深
く
検
討
し
た
論
考
は
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
小
説
「
藤
野
先
生
」
の

背
景
分
析
に
従
事
中
、
こ
れ
が
無
視
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
性
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
今
ま
で
の
記
載
を
整
理
し
て
、
事
実
を
系
統
的
に
記
述
す
る
と
共
に
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
著
者
の
考
え
を
述
べ
て
み
た

今
回
新
た
に
使
用
す
る
史
料
と
し
て
は
、
最
近
の
坪
田
忠
兵
衛
氏
の
研
究
と
、
関
係
者
に
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
未
公
開
で
あ
っ
た
「
藤
野

恒
宅
家
系
譜
」
（
藤
野
邦
夫
氏
の
好
意
に
よ
る
。
以
下
家
系
譜
）
と
を
使
用
し
た
。
こ
の
家
系
譜
は
戦
後
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
一
次

史
料
を
使
用
し
て
い
る
ら
し
く
、
か
な
り
古
い
記
述
と
思
わ
れ
る
も
の
を
含
ゑ
、
家
伝
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

い
0

「
福
井
県
医
学
史
」
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
藤
野
家
に
つ
い
て
は
、
「
坂
井
郡
誌
」
そ
の
他
の
史
料
に
記
載
が
な
く
、
家
伝
に
よ
る
他
は
な

い
。
家
系
譜
と
従
来
の
記
載
と
か
ら
構
成
し
た
藤
野
家
の
系
図
を
、
表
１
に
か
か
げ
た
。

藤
野
厳
九
郎
の
藺
学
の
系
譜
と
生
地

(1)

藤
野
家
の
家
系
と
、
藤
野
厳
九
郎
の
出
生
地
に
つ
い
て

郡
稚
率
樫
檸
識
舜
纒
一
弐
執
跨
誕
需
昭
和
五
十
八
年
六
月
二
十
七
日
受
付

泉
彪
之
助
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従
来
、
厳
九
郎
の
出
身
地
に
つ
い
て
、
厳
九

郎
成
人
後
の
行
政
区
劃
に
従
っ
て
、
福
井
県
坂
井
郡
本
荘
村
下
番
（
現
、
芦
原
町
下
番
）
と
さ
れ
て
来
た
。
そ
の
こ
と
は
決
し
て
誤
り
で
は
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
出
生
地
を
も
、
右
の
よ
う
に
記
載
し
た
文
献
が
あ
り
、
出
生
時
、
明
治
七
年
の
行
政
区
劃
を
考
え
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
訂
正

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
著
者
は
考
え
る
。

藤
野
厳
九
郎
の
出
生
地
を
正
確
に
、
「
坂
井
郡
下
番
村
に
出
生
」
と
し
た
最
初
の
記
載
は
、
芦
原
町
下
番
に
建
て
ら
れ
た
藤
野
厳
九
郎
碑
の

碑
銘
で
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
碑
銘
に
示
唆
を
得
て
調
査
し
た
所
、
「
藤
野
厳
九
郎
は
、
敦
賀
県
（
現
、
福
井
県
）
坂
井
郡
下
番
村
（
本
荘
村
下
番

を
経
て
、
現
、
芦
原
町
下
番
）
に
出
生
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
知
っ
た
。

厳
密
に
い
う
な
ら
ば
、
当
時
は
法
的
に
は
、
郡
村
制
に
よ
ら
ず
、
大
小
区
制
に
よ
っ
て
お
り
、
「
敦
賀
県
第
十
四
大
区
七
小
区
一
組
で
出
生
」

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
小
区
制
は
、
明
治
四
年
か
ら
明
治
十
一
年
ま
で
の
過
渡
的
な
制
度
に
過
ぎ
ず
、
「
芦
原
町
史
」
そ
の
他
の
関

連
文
献
も
、
郡
村
制
と
大
小
区
制
と
併
記
し
て
い
る
の
で
、
右
の
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
と
考
え
る
。

表
１
藤
野
家
系
図
（
一
部
省
略
）
藤
野
家
は
、
徳
川
時
代
の
初
期
に
越
前
国
下

（
傍
線
は
医
師
を
示
す
）

番
村
（
現
、
福
井
県
芦
原
町
下
番
）
に
定
住
し
た

（
昇
八
郎
以
後
の
当
主
は
代
々
恒
宅
を
襲
名
）

と
伝
え
ら
れ
、
初
代
の
藤
友
仙
（
幽
倦
）
は
、

ｌ
笹
岡
氏
ｌ
繁
太
郎
（
篤
志
）

曲
直
瀬
道
三
に
師
事
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
以

調
制
’
’
１
爵
碧
ｌ
尋
１
割
１
１
計
則
１
１
明
次
郎
‐
保
太
郎

後
、
代
々
医
を
業
と
し
た
。
二
代
玄
宅
に
つ
い

（
嘉
非
匿
拳
綾
率
告
誰
専
率
〕

て
は
、
家
系
譜
に
は
医
業
に
つ
い
て
明
白
な
記

一
ｌ
藤
野
氏
（
大
阪
医
大
卒
）

載
が
な
い
が
、
恐
ら
く
医
師
で
あ
っ
た
と
思
わ

ｌ
藤
野
氏

ｌ
藤
野
氏

ｌ
良
吉

墨’
厳
九
郎
１
恒
彌

知
医
学
校
卒
）
（
東
北

ｌ
龍
彌 ’

大
医
卒
）
れ
る
。
ま
た
、
友
仙
の
長
子
は
、
笹
岡
家
を
起

こ
し
、
笹
岡
家
も
代
盈
医
を
業
と
し
た
。
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他
文
献

の
記
載

家
系
譜

の
記
載

家
系
譜

の
記
載

著
者
が
、
過
去
の
行
政
区
劃
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
下
番
と
い
う
地
名
が
、

表
１
の
２
藤
野
家
家
系
人
名
表

藤
友
仙
藤
野
玄
宅
幸
宅

（
扇
畠
ｌ
弓
路
）
ご
邉
掛
（
弓
ら
ｌ
品
這
）

容
庵 昇

八
郎

（
扇
隠
ｌ
扁
駕
）

通
称
恒
宅

字
春
風

子
山
容
闇

幼
名
昇
八
郎

明
治
十
五
年
卒

六
十
歳

幽
倦

万
治
元
年
ｌ

元
文
三
年

rワ、
、写ノ

寛
政
十
一
年
卒

良
_｣_△
口 下

番
の
歴
史

通
称
篤
志

明
治
十
六
年
卒

二
十
五
歳

文
政
二
年
卒

七
十
六
歳

繁
太
郎

（
昂
認
ｌ
扇
圏
）

明
二
郎

通
称
恒
宅

幼
名
明
次
郎

大
正
八
年
卒

五
十
八
歳

通
称
岩
二
郎

字
深
蔵

勤
所
敬
所

尚
斎
正
斎

天
保
十
年
卒

四
十
五
歳

明
次
郎

（
勗
忠
ｌ
ご
后
）

（
弓
韻
ｌ
届
＄
）

勤
所

本
荘
村
よ
り
も
遙
か
に
古
い
起
源
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
（
表

へ
色
）
Ｏ元

来
、
下
番
は
、
興
福
寺
お
よ
び
春
日
神
社
荘
園
、
河
口

庄
の
一
部
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
は
、
郡
評
制
の
下
で
も
坂

井
郡
と
呼
ば
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
後
に
荘
園
の
発
達
と

共
に
、
多
く
の
部
分
が
、
東
大
寺
を
始
め
と
す
る
寺
社
の
荘

園
と
な
っ
た
。

河
口
庄
の
起
源
は
正
確
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
興
福
寺
の

衆
徒
は
、
康
和
二
年
の
白
河
法
皇
の
院
宣
を
寺
有
の
根
拠
と

し
て
い
た
。
河
口
庄
は
、
本
庄
、
新
庄
等
、
十
郷
か
ら
成

り
、
本
庄
は
、
上
番
、
中
番
、
下
番
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い

た
。
番
と
は
、
荘
園
領
主
に
夫
役
を
奉
仕
す
る
際
の
、
地
域

単
位
で
あ
る
。
慶
長
期
ご
ろ
ま
で
、
郷
が
地
域
の
呼
称
単
位

と
し
て
用
い
ら
れ
た
時
期
が
あ
り
、
「
本
庄
の
郷
下
番
村
百

姓
中
」
な
ど
の
用
例
が
承
ら
れ
る
。

徳
川
時
代
に
は
、
下
番
は
最
初
天
領
で
あ
っ
た
が
、
後
に

福
井
藩
が
天
領
預
り
に
あ
た
り
、
文
政
三
年
福
井
藩
領
と
な
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厳
九
郎
の
祖
父
勤
所
は
、
宇
田
川
玄
真
に
師
事
し
た
。
厳
九
郎
側
の
史
料
で
は
、
勤
所
が
玄
真
の
下
で
学
ん
だ
期
間
は
不
明
で
あ
る
。
ま

た
、
勤
所
は
、
玄
真
の
下
で
学
ぶ
間
に
坪
井
信
道
と
親
交
を
結
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
勤
所
の
長
男
、
昇
八
郎
は
、
適
塾
に

学
ぶ
が
、
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
こ
の
坪
井
信
道
と
の
因
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

従
来
、
勤
所
の
晩
年
に
つ
い
て
は
、
「
藤
野
先
生
小
伝
」
に
よ
っ
て
、
他
国
で
苦
学
中
に
病
気
に
な
り
、
帰
郷
死
去
し
た
と
さ
れ
て
い
た
が
、

ま
た
、
河
口
庄
本
庄
は
本
庄
と
書
く
が
、
本
荘
村
の
設
置
に
は
、
本
荘
の
字
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
藤

野
昇
八
郎
の
適
塾
姓
名
録
に
お
け
る
出
身
地
は
、
本
城
と
な
っ
て
い
る
が
、
由
来
か
ら
見
て
も
明
ら
か
に
誤
り
で
、
聞
き
書
き
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
本
蔵
と
書
い
た
文
献
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
正
し
く
な
く
、
恐
ら
く
草
書
体
が
類
似
し
て
い
る
た
め
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
（
芦
原
町
長

ち
な
象
に
、
中
国
で
出
版
さ
れ
た
魯
迅
伝
の
中
に
は
、
本
蔵
村
出
身
と
し
て
あ
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
が
、
日
中
両
国
を
通
じ
て
の
最
初
の

魯
迅
伝
で
あ
る
、
小
田
嶽
夫
氏
の
「
魯
迅
の
生
涯
」
が
、
本
蔵
村
出
身
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
最
近

で
は
こ
の
誤
り
が
知
ら
れ
、
出
身
地
の
詳
記
を
避
け
て
、
た
だ
福
井
県
人
と
し
て
い
る
魯
迅
伝
が
増
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
寛
文
九
年
に
近
世
的
な
意
味
に
お
け
る
坂
井
郡
が
成
立
し
て
い
る
。

表
２
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
治
の
初
期
、
現
在
の
福
井
県
に
あ
た
る
地
域
の
行
政
区
劃
は
、
猫
の
目
の
よ
う
に
変
転
し
、
一
時
は
福

井
県
を
分
割
し
て
、
石
川
・
滋
賀
の
両
県
に
編
入
し
て
し
ま
っ
た
程
で
あ
っ
た
。
厳
九
郎
出
生
の
明
治
七
年
に
は
、
現
在
の
福
井
県
の
全
域

が
、
敦
賀
県
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
現
在
の
福
井
県
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、
福
井
県
令
第
十
九
号

に
よ
っ
て
、
下
番
村
ほ
か
十
九
箇
村
が
統
合
さ
れ
、
本
荘
村
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
年
）
で
あ
っ
た
。
厳
九
郎
十
四
歳
の

斉
藤
五
郎
右
エ
門
氏
の
示
唆
に
よ
る
）

時
に
あ
た
る
。

(3)

藤
野
勤
所
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表
２
下
番
の
歴
史
（
「
芦
原
町
史
」
に
よ
る
）

天
平
三
年
（
七
三
一
）
「
越
前
国
正
税
帳
」
坂
井
郡

一
○
世
紀
前
半
「
和
名
抄
」
川
口
郷

康
和
年
中
？
興
福
寺
領
荘
園
河
口
庄

延
慶
二
年
（
一
三
○
九
）
「
春
日
明
神
験
記
絵
詞
」
春
日
神
社
荘
園
河
口
庄

河
口
庄
本
庄
、
新
庄
、
新
郷
、
大
口
、
兵
庫
、
荒
居
、
王
見
、
関
、
溝
江
、
細
呂
宜

本
庄
中
番
、
上
番
、
下
番
（
番
と
は
庄
園
領
主
に
夫
役
を
勤
仕
す
る
単
位
）

慶
長
期
ま
で
は
郷
が
地
域
単
位
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た

例
本
庄
の
郷
下
番
村
百
姓
中

寛
文
九
年
（
ニ
ハ
六
九
）
坂
井
郡
の
成
立
（
一
二
郡
’
八
郡
）

（
坂
北
郡
、
坂
南
郡
ｌ
坂
井
郡
）

元
禄
一
五
年
（
一
七
○
二
）
上
番
、
中
番
、
下
番

公
料

１
１

文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
公
料
預
所１

１

文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
公
料
預
所
福
井
藩
領

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
本
保
県
設
置

四
年
二
月
（
一
八
七
一
）
福
井
県
設
置

一
二
月
足
羽
県
と
改
名

五
年
一
○
月
（
一
八
七
二
）
大
小
区
制

六
年
一
月
（
一
八
七
三
）
足
羽
県
の
廃
止
、
敦
賀
県
に
編
入

九
年
八
月
（
一
八
七
六
）
敦
賀
県
の
廃
止
、
石
川
県
に
編
入

二
年
七
月
（
一
八
七
八
）
大
小
区
制
か
ら
郡
制
へ

一
四
年
二
月
（
一
八
八
一
）
福
井
県
慨
県

一
七
年
四
月
（
一
八
八
四
）
町
村
連
合
戸
長
役
場
を
設
置
（
下
番
村
ほ
か
八
か
村
を
連
合
）

二
一
年
町
村
制
制
定

二
二
年
（
福
井
県
令
第
一
九
号
）
本
荘
村
の
成
立

下
番
を
含
む
一
九
か
村
よ
り

昭
和
一
○
年
二
月
芦
原
町
成
立

三
○
年
三
月
三
一
日
本
荘
、
北
潟
、
芦
原
の
三
町
村
を
合
併
し
て
新
し
く
芦
原
町
と
し
た

（
ト
⑩
）

の
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表3蘭学史上の重要事項と藤野家三代及び蘭学者の生年

1750

｢臓志」

｢解体新書」 藤
野
勤
所

1

｢西説内科選要」
1

宇
田
川
玄
随

1800 ‐
↓
小
石
元
俊

｢医範提綱」

｢蘭学事始」
昇
八
郎

↓
杉
田
玄
白｢舎密開宗」 宇

田
川
玄
真

小
石
元
祁
仙

1850 ↓
坪
井
信
道

長崎養生所

お玉ケ池種痘所

西洋医学採用を
決定

厳
九
郎
▲

才

緒
方
洪
庵

戸
塚
静
海

1900

1950

家
系
譜
に
よ
れ
ば
、
京
都
で
開
業

し
、
高
名
を
博
し
て
い
た
が
病
気
に

な
り
、
帰
郷
し
て
死
去
し
た
と
な
っ

て
い
る
。
最
近
の
文
献
に
同
様
な
記

述
が
見
ら
れ
る
の
は
、
恐
ら
く
家
系

譜
あ
る
い
は
同
系
統
の
史
料
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
勤
所
の
没
年
は
、

天
保
十
年
（
一
八
三
九
年
）
で
あ
っ

た
。

表
３
に
示
す
よ
う
に
、
勤
所
の
生

年
は
、
間
学
史
に
お
け
る
重
要
な
出

来
事
と
重
な
っ
て
お
り
、
勤
所
が
蘭

学
の
い
わ
ば
黄
金
時
代
を
生
き
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

h
』ノ

⑳
藤
野
昇
八
郎
お
よ
び

藤
野
良
吉

勤
所
に
は
、
二
人
の
男
子
が
あ

、
長
男
昇
八
郎
が
厳
九
郎
の
父
で
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あ
る
。
当
時
福
井
で
は
、
橋
本
左
内
の
父
長
綱
が
、
華
岡
青
洲
に
学
ん
だ
藺
方
外
科
医
と
し
て
評
判
が
高
か
っ
た
が
、
勤
所
の
次
男
良
吉
は
こ

の
長
綱
の
下
に
学
び
、
昇
八
郎
は
京
都
へ
出
て
小
石
元
瑞
に
師
事
、
一
旦
帰
郷
の
後
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
年
）
適
塾
に
入
塾
し
た
。
入
塾
の

年
は
大
村
益
次
郎
と
同
年
で
あ
り
、
適
塾
姓
名
録
の
記
載
順
位
は
八
四
番
で
あ
っ
た
。
昇
八
郎
の
正
式
な
記
名
が
、
昇
八
郎
か
升
八
郎
か
、
従

来
議
論
の
あ
る
所
で
あ
る
。
適
塾
姓
名
録
は
、
前
越
本
城
藤
野
升
八
郎
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
姓
名
録
は
聞
き
書
き

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
必
ず
し
も
信
頼
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
史
料
を
参
照
し
て
も
、
最
終
的
に
は
決
定
出
来

な
か
っ
た
。
（
家
系
譜
は
昇
八
郎
と
し
て
い
る
が
、
家
系
譜
が
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
疑
問
の
あ
る
人
名
を
、
し
ば
し
ば
並
列
表
記
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
史
料
と
は
な
し
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
升
八
郎
説
の
最
大
の
根
拠
は
、
適
塾
姓
名
録
で
あ
る
所
か
ら
、
昇
八
郎
で
あ
る
可
能
性
が
大

な
か
っ
た
。
（
家
系

い
る
こ
と
か
ら
、
基

妻
戸
い
し
今
田
心
わ
‐
れ
る
）
○

な
お
、
適
塾
入
塾
は
、
勤
所
の
没
後
七
年
目
の
こ
と
で
あ
り
、
小
石
塾
退
塾
か
ら
適
塾
入
塾
ま
で
多
少
の
期
間
が
あ
る
と
し
て
も
、
小
石
塾

入
塾
の
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
勤
所
は
死
去
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
昇
八
郎
は
越
前
か
ら
改
め
て
上
洛
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
元
瑞
か
ら

紹
介
者
の
橋
本
長
綱
に
あ
て
て
、
昇
八
郎
の
入
塾
を
承
知
し
た
と
書
き
送
っ
た
書
簡
が
残
っ
て
い
る
。

昇
八
郎
は
時
勢
に
動
か
さ
れ
、
上
京
し
て
佐
久
間
象
山
に
砲
術
を
習
お
う
と
し
た
が
、
戸
塚
静
海
に
説
得
さ
れ
て
思
い
と
ど
ま
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
こ
の
戸
塚
静
海
と
の
関
係
も
、
勤
所
の
交
友
範
囲
か
ら
当
然
の
も
の
と
し
て
想
像
さ
れ
よ
う
。

「
藤
野
先
生
小
伝
」
に
よ
れ
ば
、
一
八
四
九
年
、
笠
原
白
翁
に
よ
り
痘
苗
が
福
井
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
、
昇
八
郎
は
分
苗
さ
れ
た
も
の
を
率

先
し
て
使
用
し
、
全
身
に
発
痘
さ
せ
て
し
ま
っ
て
、
困
惑
し
た
と
い
う
。

適
塾
塾
頭
、
伊
藤
慎
蔵
が
大
野
藩
の
招
き
で
福
井
に
来
た
の
は
、
一
八
五
五
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
昇
八
郎
は
こ
の
伊
藤
慎
蔵
と
も
交
友
を

家
系
譜
に
は
、
昇
八
郎
の
弟
良
吉
は
生
涯
独
身
で
嗣
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
厳
九
郎
が
そ
の
後
を
継
い
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。
坪
田
忠
兵
衛

氏
に
よ
れ
ば
、
厳
九
郎
は
、
幼
時
母
の
実
家
大
石
家
に
養
子
入
籍
し
、
後
離
縁
し
て
い
る
が
、
こ
の
両
者
の
関
連
は
明
ら
か
で
な
い
。

結
ん
だ
。
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中
国
の
作
家
・
思
想
家
で
あ
り
、
新
民
主
主
義
革
命
の
思
想
的
骨
格
を
打
ち
立
て
た
と
さ
れ
る
魯
迅
は
、
日
本
に
留
学
し
て
仙
台
医
学
専
門

学
校
に
学
び
、
解
剖
学
教
師
藤
野
厳
九
郎
に
よ
っ
て
生
涯
変
ら
な
い
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
こ
の
こ
と
は
、
魯
迅
の
小
説
「
藤
野
先
生
」
を

始
め
と
し
て
、
多
く
の
魯
迅
関
連
文
献
か
ら
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

こ
の
出
会
い
は
、
医
学
生
と
医
学
教
師
と
い
う
出
会
い
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魯
迅
が
間
も
な
く
医
学
か
ら
文
学
に
転
向
し
た
こ

と
、
魯
迅
が
藤
野
厳
九
郎
か
ら
受
け
た
感
動
が
直
接
医
学
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
医
史
学
的
観
点
を
含
め
て
こ
の
出
会
い
を
見
よ

う
と
す
る
企
て
は
、
調
査
報
告
「
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
」
を
除
く
と
、
極
め
て
乏
し
い
。

著
者
は
、
こ
の
点
に
不
満
を
持
ち
、
医
史
学
的
観
点
を
含
め
た
魯
迅
研
究
を
志
し
て
き
た
が
、
今
回
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
藤
野
厳
九
郎
の

家
系
に
お
け
る
蘭
学
の
系
譜
を
検
討
し
た
。

厳
九
郎
の
家
系
に
お
け
る
蘭
学
の
伝
統
は
、
次
の
点
で
厳
九
郎
に
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
厳
九
郎
が
解
剖
学
を
専
攻
し
た
こ
と
に
、
蘭
学
の
影
響
を
見
た
い
。
専
門
の
選
択
に
は
多
く
の
要
因
が
あ
り
、
ま
た
、
蘭
学
す
な

わ
ち
解
剖
学
と
、
単
純
に
割
り
切
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
解
体
新
書
以
来
の
、
蘭
学
に
お
け
る
解
剖
学
の
比
重
、
と
く

に
「
医
範
提
綱
」
の
著
者
で
あ
る
宇
田
川
玄
真
の
塾
に
、
祖
父
勤
所
が
学
ん
だ
こ
と
が
、
厳
九
郎
に
微
妙
な
形
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
想
像
す

る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
父
昇
八
郎
の
師
、
小
石
元
瑞
の
父
で
あ
る
元
俊
も
、
解
剖
学
に
多
大
の
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
こ

著
者
は
こ
の
大
石
家
へ
の
入
籍
を
、
坪
田
氏
の
考
察
に
従
っ
て
、
最
初
は
学
籍
上
の
必
要
か
ら
か
と
考
え
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
で
、
徴
兵

制
対
策
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
詳
細
は
次
の
機
会
を
待
ち
た
い
。

直
接
蘭
学
と
の
関
係
は
な
い
が
、
厳
九
郎
の
長
兄
繁
太
郎
、
次
兄
明
次
郎
も
医
師
で
あ
り
、
繁
太
郎
の
学
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
次
郎

は
、
福
井
医
学
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。

聿
壱
蓉
不
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の
方
面
か
ら
の
影
響
も
想
像
さ
れ
る
が
、
小
石
元
瑞
に
つ
い
て
は
史
料
が
充
分
入
手
出
来
ず
、
断
定
を
避
け
た
い
。
）

第
二
の
問
題
は
、
厳
九
郎
は
、
蘭
学
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
か
ら
ド
イ
ツ
医
学
へ
と
い
う
転
換
に
充
分
適
応
し
切

れ
ず
、
福
井
県
の
田
舎
の
一
開
業
医
と
い
う
、
後
半
生
の
比
較
的
不
遇
な
生
活
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
厳
九
郎
の
個
人
的
な
事
情
に
よ
る
学
歴
の
影
響
が
も
っ
と
も
大
き
い
が
、
詳
細
は
次
回
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

触
し
た
、
新
し
Ｍ

運
動
で
あ
っ
た
。

魯
迅
は
、
洋
務
運
動
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
教
育
機
関
の
一
つ
、
南
京
の
鉱
路
学
堂
に
学
び
、
そ
こ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
文
化
に
眼
を

開
か
れ
、
反
伝
統
の
立
場
に
立
っ
て
西
欧
文
化
を
学
ぼ
う
と
し
た
。
当
時
の
中
国
に
と
っ
て
日
本
は
、
西
欧
文
化
へ
の
も
っ
と
も
手
近
な
窓
口

で
あ
り
、
清
国
政
府
は
毎
年
日
本
へ
留
学
生
を
送
り
出
し
て
お
り
、
魯
迅
も
そ
の
一
員
に
選
ば
れ
て
日
本
に
留
学
し
た
。
魯
迅
の
日
本
留
学
期

間
は
、
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期
は
、
弘
文
学
院
に
お
け
る
日
本
語
習
得
の
時
期
で
あ
り
、
第
二
期
は
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
に

お
け
る
医
学
を
学
ん
だ
時
期
（
中
国
で
い
う
仙
台
学
医
）
で
あ
り
、
第
三
期
が
東
京
に
お
け
る
文
学
研
究
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
第
二
期
は
も
っ

と
も
短
期
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魯
迅
自
身
の
直
接
的
な
回
想
が
、
作
品
「
藤
野
先
生
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
、
魯
迅
が
、
い

わ
ゆ
る
幻
燈
事
件
そ
の
他
を
契
機
と
し
て
、
青
年
時
代
初
期
の
素
朴
な
科
学
信
仰
か
ら
離
れ
て
、
思
想
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
翠
出
し
た
こ

と
か
ら
、
日
本
留
学
期
間
の
中
で
、
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
医
学
か
ら
文
学
へ
の
転
向
が
重
視
さ
れ
る

あ
ま
り
に
、
医
学
を
学
習
し
よ
う
と
し
た
魯
迅
の
中
に
あ
っ
た
内
的
、
外
的
な
必
然
性
、
前
記
の
転
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魯
迅
の
中
に
継
続

し
て
存
在
し
た
反
伝
統
の
立
場
、
科
学
あ
る
い
は
合
理
性
の
重
視
と
い
う
側
面
が
、
無
視
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。

著
者
は
、
後
に
転
向
す
る
こ
と
に
な
っ
た
に
せ
よ
、
医
学
を
学
ぼ
う
と
し
た
魯
迅
の
中
に
あ
っ
た
も
の
を
追
究
す
る
こ
と
が
、
魯
迅
に
お
け

中
国
は
、
世
界
で
も
有
数
の
長
い
文
化
的
伝
統
を
有
す
る
国
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
統
が
か
え
っ
て
重
荷
と
な
っ
て
、
十
九
世
紀
に
初
め
て
接

し
た
、
新
し
い
西
欧
文
化
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
遅
れ
を
と
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
最
初
に
強
く
意
識
さ
れ
た
の
は
、
阿
片
戦
争
後
の
洋
務

（91）443



一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
現
代
中
国
医
学
は
、
成
立
の
過
程
で
か
な
り
日
本
医
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
医
学
用
語
は
そ

の
一
つ
の
例
で
、
宇
田
川
玄
真
が
創
案
し
た
腺
、
膣
、
膵
の
内
、
膵
を
除
く
他
の
二
つ
は
、
現
在
中
国
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
王
立
達
は
、

漢
字
の
字
形
と
語
義
を
日
本
人
が
創
造
し
た
も
の
を
中
国
で
援
用
し
て
い
る
例
の
一
つ
と
し
て
、
膣
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
陰
道
と
い
う
言
葉
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
）
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
見
る
と
、
思
想
史
的
な
意
義
を
離
れ
て
、
魯
迅
と
藤
野
厳
九
郎
の
出
会
い
は
、
日
中

医
学
交
流
の
一
つ
の
出
来
事
と
し
て
も
理
解
し
得
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

魯
迅
は
「
哨
城
自
序
」
の
中
で
、
医
学
を
志
し
た
動
機
と
し
て
、
父
親
の
病
気
と
、
日
本
の
明
治
維
新
が
西
洋
医
学
の
輸
入
に
導
か
れ
た
と

い
う
知
識
と
を
挙
げ
て
い
る
。
魯
迅
は
そ
の
こ
と
を
意
識
せ
ず
、
ま
た
従
来
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
は
か
ら
ず
も
そ
の
蘭
学
の
伝

統
を
色
濃
く
持
っ
た
教
師
に
よ
っ
て
、
生
涯
変
ら
な
い
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
藤
野
厳
九
郎
に
つ
い
て
は
、

け
る
蘭
学
の
伝
統
を
対
象
と
し
た
。

実
証
的
な
立
場
か
ら
す
る
魯
迅
研
究
は
、
す
で
に
詳
細
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
医
史
学
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ
充
分
と
は
い
い
難
い
。

ま
た
、
藤
野
厳
九
郎
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
索
す
べ
き
分
野
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
一
段
階
と
し
て
、
厳
九
郎
の
家
系
に
お

の
た
め
に
、
魯
迅
と
藤
野
厳
九
郎
と
（

一
つ
の
立
場
と
な
り
得
る
と
考
え
た
。

る
反
伝
統
の
姿
勢
、
中
国
の
社
会
と
人
間
性
の
中
に
あ
る
矛
盾
に
対
す
る
批
判
、
を
理
解
す
る
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
て
き
た
。
そ

の
た
め
に
、
魯
迅
と
藤
野
厳
九
郎
と
の
出
会
い
を
、
医
史
学
的
な
観
点
か
ら
詳
細
に
追
究
す
る
こ
と
が
、
魯
迅
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
、

種
々
御
援
助
を
い
た
だ
い
た
藤
野
邦
夫
氏
、
坪
田
忠
兵
衛
氏
、
斎
藤
五
郎
右
エ
門
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。

（
本
論
文
の
要
旨
は
、
昭
和
五
八
年
五
月
、
第
八
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
）

文
献

（
１
）
魯
迅
文
集
第
一
・
二
巻
竹
内
好
訳
一
九
七
六
年
筑
摩
書
房
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（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
ｕ
）

（
咽
）

（
過
）

（
Ｍ
）

（
焔
）

（
略
）

（
Ⅳ
）

（
鴫
）

（
四
）

（
鋤
）

（
虹
）

（
配
）

（
配
）

福
井
県
医
学
史
福
井
県
医
師
会
一
九
六
八
年

富
士
川
遊
日
本
医
学
史
綱
要
２
東
洋
文
庫

宇
田
川
玄
真
西
説
医
範
提
綱
青
史
社
一
九
八
一
年

北
沢
正
誠
ほ
か
編
蘭
学
者
伝
記
資
料
青
史
社
一
九
八
○
年

赤
木
昭
夫
蘭
学
の
時
代
中
公
新
書

山
本
四
郎
小
石
元
俊
吉
川
弘
文
館
一
九
六
七
年

伴
忠
康
適
塾
を
め
ぐ
る
人
糞
創
元
社
一
九
七
九
年

天
野
俊
也
伊
藤
慎
蔵
と
大
野
藩
若
越
郷
土
研
究
十
四
巻
六
号
昭
和
四
五
年

岩
冶
勇
一
大
野
藩
洋
学
館
の
沿
革
若
越
郷
土
研
究
八
巻
二
号
昭
和
三
八
年

王
立
達
現
代
漢
語
中
従
日
本
借
来
的
語
彙
中
国
語
文
総
第
六
八
期
。
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
増
補
中
国
人
日
本
留
学
史
く
る
し
お
出

新
考
坂
井
郡
誌
坂
井
郡
社

福
井
県
史
第
三
冊
第
三
編

藤
野
恒
道
藤
野
先
生
小
伝
中
国
文
学
報
第
四
冊

坪
田
忠
兵
衛
郷
士
の
藤
野
厳
九
郎
先
生
藤
野
厳
九
郎
先
生
顕
彰
会
一
九
八
一
年

藤
野
恒
三
郎
学
悦
の
人
藤
野
博
士
退
官
記
念
会
一
九
七
○
年

泉
彪
之
助
師
弟
愛
は
海
を
越
え
て
ｌ
魯
迅
と
藤
野
先
生
Ｉ
福
井
新
聞
昭
和
五
六
年
十
二
月
一
二
日
’
五
七
年
二
月
九
日

斉
藤
槻
堂
蘭
医
藤
野
昇
八
郎
と
そ
の
一
族
若
越
郷
土
研
究
十
二
巻
一
号
昭
和
四
二
年

芦
原
町
史
芦
原
町
一
九
七
三
年

坂
井
郡
誌
坂
井
郡
教
育
会
明
治
四
五
年

新
考
坂
井
郡
誌
坂
井
郡
社
会
科
研
究
会
一
九
七
七
年

藤
野
恒
宅
家
系
譜

仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
を
調
べ
る
会
編
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
一
九
七
八
年
平
凡
社

小
田
嶽
夫
魯
迅
の
生
涯
鎌
倉
文
庫
一
九
四
九
年
。
同
萢
泉
訳
一
九
七
八
年
爾
雅
社

王
立
達
現
代
漢
語
中
従
日
本

版
一
九
八
一
年
よ
り
引
用

（
福
井
県
立
短
期
大
学
第
一
看
護
学
科
）
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Dr.GenkuroFujinointheLineageofWestern

StudybytheDutchLanguage(Ran-Gaku)

by

HyonosukelZUMI

Dr.GenkuroFUjino,Luxun'steacherfbranatomyatSendaiMedicalCollege,isknowntohave

haddirectancestorswhostudiedWesternmediCinethroughtheDutchlanguage.Thedetailsofthe

ancestryandtheirinfluenceonDr・FUjinoarereviewedanddiscussed.

1．Genkuro'sgrand-father,Kinjo,learnedDutchmedicinefiromGenshinUdagawa,theauthorof

CCIhanTeikoh'',aftlmousbookfbrappliedCliniCalanatomy，Itsinfluencemayhavebeenapartof

Genkuro'smotivetostudyanatomy.

2.Genkuro'sfather，Shoh-hachiro｡studiedDutchmedicineunderGenzuiKoishiinKvotoand
” ‘

lateratKoh-anOgata's!:Tekiiuku"inOsaka.

3.Dr.GenkuroFUjinoresignedfi･omprofbssorshipinSendaiandreturnedtohisnativevillage

tospendthelatterhalfofhislifbinpracticingmedicine.InthechangingstreamofJapanese

medicinefi､omDutchinfluencetotheGermanone，thetraditionofDutchmedicineinhimmavhave
J ‘

actedratherasaburdentoDr.GenkuroFUjino.

（
寺
①
）


